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研究成果の概要（和文）：医療用語を多数含む医療文書の自動点字翻訳時の点訳精度向上法の解明を目指して、我々が
研究開発した自動点字翻訳プログラムが使用している辞書や形態素解析ソフトを更新し点訳エンジンを改良した。また
、固有表現の点訳修正支援法の確立を目標として医療文書を解析し、病院職員を対象とした点訳修正支援インタフェー
スを作成した。

研究成果の概要（英文）：To improve the accuracy of our automatic Japanese braille translation program for 
medical documents which are provided to patients in hospital, we added more medical terms to the 
dictionary, replaced the morphological analyzer in our braille translation program and revised our 
braille translation engine. In addition, we made an interface for our braille translation program to 
choose the correct braille translation for named entity, that is proper nouns such as personal names or 
organization names in medical documents.

研究分野： 医療情報学
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様	 式	 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通）	 

１．研究開始当初の背景 
	 我々は、患者に手渡す医療文書の自動点訳
を目的として、自動点字翻訳プログラム
eBraille を研究開発し、インターネット上で
公 開 し て い る
（http://ebraille.med.kobe-u.ac.jp/）。こ
れまでに電子カルテから医療用語を抽出し
て辞書に追加し、医療文書の点訳精度を向上
させてきた。加えて eBraille	 の点訳エンジ
ンの改良や新プログラムの研究などの基礎
的な技術研究に取り組んできた。これらの研
究の結果、eBraille の医療文書の点訳精度は
他の点字翻訳プログラムと比較して高くな
った。今後、更に点訳精度を向上させるには、
点訳処理の前段階に行っている形態素解析
の際に医療文書用に最適化すること、辞書へ
医療用語を更に追加すること、が考えられる。
前者については、eBraille が使用している辞
書の収録語の形態素生起コストの最適化で
ある。形態素生起コストは、文書内の単語の
生起頻度を基に形態素解析済みのコーパス
（言語資料）を用いて統計的に算出した値を
いう。現在は、新聞記事を基にしたコーパス
で形態素生起コストの値を算出しているが、
医療文書の正確な点訳には、形態素生起コス
ト算出に用いる医療文書を基にしたコーパ
スが必要であると考えられる。他に、従来と
は別の形態素解析ソフトの使用を検討し、医
療文書の点訳精度を解析する方法もある。後
者については、辞書に未収録の医療用語を追
加することで点訳精度の向上が可能である。	 
	 また、自動点字翻訳などの言語処理におい
ては固有表現（人名や組織名などの固有名
詞）が問題となる場合が多い。固有表現は、
漢字の読み誤りの主要因となっており、辞書
への単語の追加では本質的な解決が不可能
である。プログラムでの対応も困難であり、
eBraille の自動点字翻訳の過程で人間が漢
字の読みを確認・修正することが実用的とい
える。実際に本学の医学部附属病院では、
eBraille で点訳した点字文書を患者へ渡す
前に申請者が精査して固有表現等の点訳誤
りを修正している。	 
	 そこで本研究では、形態素解析の辞書収録
語の最適な形態素生起コストの算出、形態素
解析ソフトの更新を検討し医療用語の点訳
精度向上を目指すと共に、人名、組織名、薬
剤・薬品名、疾患名などの固有表現の出現頻
度等を解析し、読みの修正を促す支援インタ
フェースを研究開発する。以上の研究成果を
eBraille プログラムに追加することで、医療
文書の点訳精度の更なる向上が期待される
と考えた。	 
	 
２．研究の目的	 
	 医療現場での自動点字翻訳プログラムの
実用化と点字文書作成の効率化が点字文書
作成の普及に向けた課題であると考え、本研
究では、医療用語を多数含む医療文書の自動
点字翻訳時の点訳精度向上法の解明および

固有表現(人名や組織名などの固有名詞)の
点訳修正支援法の確立、を目指す。	 
	 
３．研究の方法	 
（1）はじめに、我々が作成した自動点字翻
訳プログラム eBraille を形態素解析ソフト
MeCab(http://mecab.googlecode.com/svn/t
runk/mecab/doc/index.html)に対応させた
バージョンを作成した。その理由は、従来
eBraille が使用していた形態素解析ソフト
ChaSen(http://chasen.naist.jp/hiki/ChaS
en/)	 を用いており、よりも解析速度が速い
等の利点があるためである。次に、MeCab を
用いたeBrailleと ChaSenを用いたeBraille
で医療文書の点訳結果を比較する実験を行
った。なお、点訳精度の算出は既報の手法
（Sugano	 et	 al.	 Int.	 Res.,20(5),2010）を
用いた。	 
	 
（2）eBraille で使用する汎用辞書 IPADIC を
再構築し、歯科領域の専門用語を追加した。
具体的には、辞書内の複合名詞で、元々一語
として登録されている単語を分割して再登
録した。また、医療情報システム開発センタ
ーが提供している歯科病名マスター、歯科手
術・処置マスター等に含まれる用語から、
MeCab を用いて辞書に未収録の用語を決定し
た。加えて、MeCab が単語の区切りに失敗す
る用語も抽出し、これらの語を辞書に追加し
た。そして、その辞書を eBraille が利用可
能なように実装した。	 
	 
（3）医療文書を収集し、文書に含まれる単
語の中で組織名など、病院職員が容易に読み
や区切りを修正可能と考えられる固有表現
を対象に形態素解析し、固有表現の修正支援
のインタフェースを試作した。	 
	 
４．研究成果	 
（1）MeCab 版 eBraille の研究開発では、
eBraille の点訳エンジンである KUIC のプロ
グラム内の品詞 ID を MeCab の出力に合わせ
る修正が必要だった。ChaSen 版 eBraille と
MeCab 版 eBraille の点訳について、点字毎日
の記事 474 文で比較解析したところ、従来の
ChaSen 版 eBraille では誤訳となっていた一
部の単語の品詞や読みが MeCab 版で正しく解
析されていた。一方で、MeCab が半角の英数
字や記号を誤って解析していたため、これら
については eBraille へのプログラム追加で
対応した。また、MeCab 版 eBraille の方が点
訳精度が高かった。	 
	 
（2）eBraille の辞書の再構成により、複合
名詞（例：「神戸大学」）がその構成要素であ
る名詞（例：「神戸」および「大学」）に分割
されたため、辞書の仕様に起因する誤訳を防
ぎ、正確な自動点字翻訳を可能にした。歯科
領域の用語は 1,638 語追加し eBraille が利
用可能なように実装した。なお、この



eBraille をスタンドアロン型で組み込んだ、
視覚障害の患者に歯科治療に関する点字文
書や口腔内の状態を触図で提供可能なシス
テム Dentact を、大阪大学歯学部の森崎市治
郎教授の研究チームと共同で研究開発した。
現在、このシステムは大阪大学歯学部附属病
院で実運用されており、患者への情報提供に
使用されている。	 
	 
（3）収集した医療文書に含まれる単語の中
で組織名など病院職員が容易に読みや区切
りを修正可能と考えられる固有名詞を対象
に解析した結果、出現頻度が低い、又は読み
が困難な人名については、病院情報システム
の電子カルテの患者情報との連携が有効で
あることが予想された。また、固有表現の点
訳修正支援プログラムとして、プルダウンで
修正候補を表示させるインタフェースを試
作した。このプログラムの使い易さについて
病院職員に意見を求めたところ、修正候補の
数や修正完了までの画面の数の多さについ
て指摘を受けた。	 
	 
	 本研究では、MeCab 版 eBraille を開発し、
従来の eBraille よりも点訳精度が高くなっ
た。MeCab には単語生起コスト推定モジュー
ルが付属している。今回、MeCab 版の方が点
訳精度が高かったが、より規模の大きいコー
パスを用いて、医療文書で形態素生起コスト
を最適化した辞書を用いた ChaSen 版との比
較が課題となった。	 
	 また、固有表現の点訳修正支援の操作性に
関しては、ユーザによって意見が異なる場合
があるため、より多くの意見を収集する必要
がある等が今後の検討課題となった。	 
	 
	 なお、（2）で研究開発した歯科医療情報提
供システム Dentact は、2013 年度のグッドデ
ザイン賞（公益財団法人日本デザイン振興
会）を受賞した。また、この研究成果を第 15
回日本クリニカルパス学会学術集会で発表
したところ、学術集会優秀賞と座長賞を受賞
した。	 
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